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１．研究計画の概要 
本研究は，電磁波反射法による実験堆積物の

高分解能非破壊解析の可能性をさぐることを

目的とする．数GHｚの中心周波数を持つ高周

波のレーダを用いてcmオーダーで実験堆積物

の構造を非破壊で把握し，繰り返し測定によ

り堆積構造の形成過程の可視化を行う．この

ようなレーダーアンテナを平面実験水路に設

置し実験堆積物の3次元断面のモニタリング

手法を開発し，この手法を応用して河川堆積

物の形成過程を解明するものである．	
 

	
 
２．研究の進捗状況 
（１）地層からえられる河川システムおよび
洪水堆積物などの情報を整理し，これらの特
徴の再検討をおこなった． 
（２）平面水路における流路変遷：実験は長

さ 3.6m×幅 0.9m×高さ 0.3m の可変勾配型平

面水路，実験材料として園芸用土を用いて流

量，勾配，供砂の変化させた run を行った．

いずれの run も流路変化の特徴から流域を 3

つのセグメントに分けることができた．流量

の増加と勾配の増加にもとづくそれぞれの

流路変化を比較すると，流量増加では曲率の

増加と流路幅の増加がみられた．勾配増加で

は曲率の増加はより顕著で，谷深の増加がみ

られた．また，流量と勾配を一定にして供砂

をおこなうと，中流域に中州が形成されるこ

とによって網状流路が現れた，したがって，

供砂は平面形状の変化をより強くもたらし

た．	
 

（３）電磁反射法による流路の３次元解析：

平面水路で供砂をおこなった実験の流路変

遷が，どのように走査できるかを調べた．す

なわち，幅約 6-10cm 程度，深さ約 3-12cm，

蛇行流路の基底に砂鉄をしき，供砂をおこな

いながら流路変化を観察した．実験終了後，

上面に残った地形が隠れるよう平に水路全

体を砂で覆い，走査を行った．結果としては，

深度間隔として 5cm 程度の面は判別が可能で

あり，初期の流路や段丘面が認識された．	
 

	
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調にすすんでいる． 
平面水路の作製が遅れたが，適切な分解能と
厚さの GPR画像を得る事ができている． 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
（１）堆積構造の走査可能な範囲の大きさの
把握をおこなう．	
 
（２）実験材料の粒度組成を変化させること
により，異なる堆積構造の走査をおこなう．	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
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